
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

窓口支援

企業情報 

明治食品

所在地 

ホームペー

設立年 

従業員数 

 

 当社が立

の伏流水が

と共に、三

法を頑なに

ます。この

ています。

 当社は昭

域のお土産

しています

販売にも力

「春吉富士

四季折々に

した。こだ

みいただけ

カラフルで

ただける商

は、準グラ

本をイメー

援事例 

品工業株

静

ジ URL h

１

１

立地しており

が豊富なこと

島市の技能功

に守り、練り時

のことが、食

 

昭和 24 年創

産店様を中心

す。近年では

力を入れてお

士」が当社の

に様々な姿を

だわりの素材

けます。 

で見た目にも

商品となって

ランプリを受

ージできるお

【INPIT

株式会社 

静岡県三島市

http://www

１９４９年 

１３人 

ります三島市

とで有名です

功労賞を頂い

時間/温度管

味の評価の高

創業の羊かん

心に、羊かん

は、OEM での

おります。 

の一押し商品

を見せる富士

材を組み合わ

も可愛いこと

ています。そ

受賞。海外か

お菓子として

T 静岡県

市 

w.meiji-sk

市は「水の都」

す。当社製品は

いた先輩等か

管理/糖度等に

高さに結びつ

んメーカーで

をはじめと

の羊かん製造

品です。 

士山を主力商

わせた、6 種

とから、若い女

その結果、「お

らお越しにな

て注目されて

県知財総

.co.jp 

業 種

資本金

企業概要

自社の強み

」として知ら

は、この富士

から受け継い

に長年のノウ

ついており、

す。富士山周

した、土産菓

造や、贈答用

商品の富士山

種 6 味の富士

女性のお客様

おみやげグラ

なられる旅行

おります。 

一押し商品

総合支援

種 製造業 

金 1,000

 

み 

られており、

士山の伏流水

いだ伝統の羊

ウハウを蓄積

当社の強み

周辺、伊豆、

菓子を製造、

用水羊かんの

山羊かんで表

士山羊かんを

様にも手にと

ランプリ 20

行者の方々に

品 

援窓口】 

0 万円 

富士山

水を使う

羊かん工

積してい

みとなっ

箱根地

卸販売

のネット

表現しま

をお楽し

とってい

19」で

にも、日

平成 30 年年度版 

 

 

 

知財総合支

 同社が助

ンドの商品

 同社が商

度について

願について

れても権利

 その後、

見直しも含

吉富士」と

携して販路

 また、「パ

に、ブラン

同社の場

まっていま

識いただき

ビジネスモ

ンプリ 20

業は着実に

企業にお

導してもら

支援窓口活

助言を受けて

品名を商標登

商標登録出願

て説明すると

て相談いただ

利化出来ない

相談者の抱

含めたブラン

という新ブラ

路拡大の支援

パッケージデ

ンディングと

場合、当初は

ました。その

き、商標権も

モデルの転換

019」では、

に改善してき

20

ド

確

ま

おける知財管

らえます。お

活用の概要

ていたコンサ

登録出願する

願を希望され

と共に、ネー

だきました。

い可能性が高

抱える事業上

ンド戦略立案

ランドの立ち

援を行いまし

デザインの見

と併せて検討

は、「ブランド

のことが事業

も取得。パッ

換に取り組ん

、準グランプ

きています。

窓口担当

「会社の活

019」にお

ドとしての「

確固たるブラ

ます。 

管理/ブラン

おススメです

窓口

（記：窓口

サルタントに

るため、当窓

れていたネー

ーミングの再

この時のネ

高いと思われ

上の問題点が

案を提案しま

ち上げに至り

した。 

見直しをした

討を行いまし

ド」というも

業上の大きな

ケージも富

んでいただい

プリを受賞さ

 

当者から一

活気を取り戻

おける準グラ

「春吉富士」

ランドとして

企業か

ド(商標)の重

す。 

窓口を活用

その

最

活用のきっ

口担当者） 

に商標権取得

窓口に相談に来

ーミング案は

再検討を提案

ネーミング案

れました。 

が把握されま

ました。専門家

りました。加

たい」とのご

した。 

ものの認識が

な課題として

士山を表現

いています。

されました。

言 （氏名

戻したい！」

ンプリの受

はまだまだ

成長される

からのメッ

重要性（会社

用して変わ

の後の相談

初の相談概

っかけ 

得を勧められ

来られました

は、識別力の

案しました。

案は、類似の

ました。そこ

家（中小企業

加えてよろず

ご相談もあり

が乏しく、ノ

て把握された

した、カラフ

その結果、

メディアへ

名：中村 

」という熱い

賞につなが

認知されて

よう引き続

セージ 

社、商品を守

ったところ

概要 

概要 

たことをき

た。 

の無いもので

ついで、ネ

の商標が存在

こで、これま

業診断士）に

ず支援拠点等

り、デザイン

ノーブランド

ことから、

フルで見た目

販路の拡大

への露出も増

宏之） 

い思いが、

ったと思いま

いません。さ

き取り組まれ

守る）を教わ

ろ 

っかけに、新

した。そこで

ーミングの商

し、残念なが

でのビジネ

による支援も

、他の支援機

ンに精通した

品ビジネス

ブランドの重

目も可愛いも

に加え「おみ

増え、注目度

「おみやげグ

ます。しか

さらに認知度

れることを期

り、また着手

新たなブラ

で、商標制

商標登録出

がら出願さ

スモデルの

も活用し「春

機関とも連

専門家と共

に陥ってし

重要性を認

ものとなり、

みやげグラ

も UP。事

グランプリ

し、ブラン

度を高め、

期待してい

手順等も指

 


